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マ ウ ス 耳下腺の 構造と神経支配を，
■
組織 化学的検索法 お よ び電顕観察 に よ っ て 検索 した ． マ ウ ス 耳
下腺腺細胞の 分泌顆粒 は， 中心部 と周辺 部で電子 密度 の 異な る 2層性 を示 す ． 写真銀法に よ ると ， 耳下
腺 に は多数の無髄神経線維が分布 し， 腺房問の親織腔， 動脈壁お よ び腺房 に お い て 3種類の 微細な神経
網 を形成 して お り， そ の 所々 で瘡状の 腫 大を 示す ． 組織化学的検索に よ る と， カ テ コ ー ル ア ミ ン に 由来
す る螢光お よび ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性が ， 上 記 3種の 神経網 に 陽性で あ る． 上 郡中経節切除
後， 上 記の カ テ コ ー ル ア ミ ン の螢 光が 消失 し， 耳介側頭神経切断後， ア セ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性
が消失す る． 電顕検索 に よ る と， 上 記膚状腫大部は軸索の 腫 大部 と し て示 さ れ， そ の 内部 に 多数の シ ナ
プ ス 小胞 と ミ ト コ ン ドリ ア を含 ん で い る ． 腺房間の組織腔と動脈壁 の 軸索腰大部は い わ ゆ る遠距離 シ ナ
プ ス と 考え られ る． 一 方 ， 腺房 の 軸索腫 大部 はい わ ゆ る密接 シ ナ プ ス と考 えられ る ． これ ら軸索腰大部
は， その 内部 に含 まれ て い る シ ナ プス 小胞の 種類 に よ っ て ， 小顆粒性 シ ナ プス 小 胞 を含む I型終末と，
多数の 無顆粒性 シ ナ プ ス 小胞 を含 む工I型終末 とに 区分 す る こ とが で き る． 上頸神経節切除後， 工型 終末
が変性に 陥り， 耳介側頭神経切断後， H 型終末が 変性 す る． 組織化学所見お よ び電顕所見 よ り， 工型 終
末は上 頸神経節由来 の ア ド レ ナ リ ン 作動性神経の シ ナ プ ス 終末と 考え られ ， H型 終末は耳神経節由来の
コ リ ン 作動性神経の シ ナ プス 終末と考 えら れ る． 工 型終末 と n 型終末の 数比 は ，腺房間の 神経網で は 2 ニ
1， 動脈壁の 神経網 で は 7 こ 1 ， 腺房の 神経網 で は 3 こ 1 で ある． 耳下 腺 に は耳介側頭神経由来の 少数
の 小径有髄知覚線維 も分布 して い る．
Key w o rds pa r otidgla nd， adre n ergic n er v efiber s， Cholinergic n er v e
fibe rs
，
m O u S e
味覚そ の 他の 各種感覚刺激が ， 神経系を介 し て 反射
的に 耳下腺 に 作用 し， そ の唾液分泌 を引き起 こす こ と
は， 古く Pa vlovい 以下の 多く の 研究者 に よ っ て明 らか
に さ れた21
．
ま た， Arn Stein
3I
， Ku ntz ら
41お よ び Ge nis－
Galv e zら5Iは， メ チ レ ン ブ ル
ー 染色法や 鍍銀法 に よ っ
て， イ ヌ ， ネ コ ， ウ サ ギ， サ ル で腺 内に 多数の 神経線
継が分 布 して い る こ と を示 した ． そ の 後， 組織化学的
方法に よ っ て ， Fujiw a raら6Iと No rbe rg ら7Iは， ラ ッ
ト耳下 腺 に カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性 の 神経線継 が分
布 して い る こ と を初め て 報告 し， Fr eitag ら81は ウ サ ギ
耳下腺で， カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線維の ほ か ， ア
セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維 も分 布 して い
る こ と を見 い だ し， こ の 所 見 は Ga rr ettら9Iに よ っ て
イ ヌ耳下腺に お い ても 確認 され た ． こ の よう な知見は，
ア ド レ ナ リ ン 作動薬 ある い は コ リ ン 作動薬 を用 い た薬
理学的分泌刺激実験川
ん 1 別に よ っ て 確認 され て い る ．
一 方 ， 電子 顕 微鏡く電顕l 観察に よ り， Sc ottら
21は
ラ ッ ト耳下腺 で ， 終末軸索が ， 腺房間の み な らず腺房
に も 存在す る こと を観察 した ． Ha nd川 は過 マ ン ガン醇
カ リ固走法に よ り， 耳下 腺内 に 分布 する ア ドレ ナリン
作動性神経 の 終末と コ リ ン 作動性神経の 終末の 差異を
論 じ， い ずれ の 終末も ， 腺房 間な ら び に 腺房 に 存在す
る こ と を見 い だ した ． こ の 知 見は ， Boga rt1 51に よ り， ト
リ チ ウ ム ノ ル ア ド レ ナ リ ン を用 い た オ ー トラ ジオ グラ
フ イ ー で ， ま た Ga rr ett1 61に よ り， 5－ ハ イ ド ロ オキシ
ド ー パ ミ ン の 取り込 み 実験 で 確認さ れ た．
Str u cture a nd In n er v ation of Mo us ePar otid Gla nd． M as a oIn o u e， Departm e nt of
An ato myくDirector こProf． R ， Ho njinJ， Scho ol of Medicin e， Kanazaw a University．
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耳下腺に 分布す る上 記の ア ド レ ナ リ ン 作動性神経と
コ リ ン作動性神経 との 2種 の 神経の 由来 に 関し て は，
ヒ トの 末梢神経系の 肉眼解剖所見に 基 づ き ， 前者が上
郷中経節に ， 後者が耳神経節 に ， それ ぞ れ 由来 する こ
とが古く か ら示 唆され て き てお り m ， 近年， 神経の 電気
刺激実験1 8
－ 2 2や 支配神経切 断後 の 耳下腺内神経要素
の 組織化学的検索
8I 91に よ っ て そ の こ と が 支持 さ れ て
きて い る ．
しか し， 上記両種の 神経線維 の 末梢終末 の 形態や存
在部位の 詳細， とく に ア ド レ ナ リ ン 作動 性神経終末と
コ リ ン 作動 性神経終末の 分 布様式や分布比 に 関し て は
い ま だ明確 で な い ， 加 え て， 上頸神経節ある い は耳神
経節か ら耳下腺に 達す る ま での 神経走路 に つ い ても ，
諸説があ り意見の
一 致 をみ て い な い 231 2弟
以 上の 耳下腺神経支配に 関す る い くつ か の 問題の ほ
か ， 耳下腺 の 徴構造 に 関 して も ， 腺細胞内の 分泌顆粒
が示す 2層の 内部構造と 生 化学的組成や組織化学的所
見との 相関が なお明確で な い 25I
今回， 著者は， マ ウ ス 耳下腺 に つ い て ， その 微構造
を明 らか に す るた め に ， 可視光頗微鏡 臼ヒ顕1 と電頗
観察に よ り検索 した． また， 耳下 腺に 分布 する 神経の
走路を調べ る た め連続切片の再構築法を行な っ た ． つ い
で， 腺内神経終末の 微構造 を明 ら か に す る た め， 神経
染色， 組織化学的検索法， お よ び電顕観察に よ っ て検
索した． な お ， 耳下腺支配神経の 由来， 走路 お よ び終
末を確認す るた め， 各種 の 侵襲に よ る神経変性実験 を
行な っ た ．
材 料 と 方 法
1 ． 実験動物
純系成熟雌 E H．1種 マ ウ ス く肋r5 乙tノ喝．乃g rf v a r．
吼伽扉如 を実験動物と して 用 い た ．
2 ． 光顕 再構築法
耳 下腺の 形態 を検索す る ため， 切 断 した マ ウ ス頭部
を75％ エ タ ノ ー ル 75ml． ホ ル マ リ ン 20m 卜 氷酢酸5
mlの 混液 に 2 日間浸演固屈 し， Pla nk－Rychlo 液で 脱
灰， セ ロ イ ジ ン に 包嘩 し， 前頭断， 矢状断， ある い は
水平断の 3叫 nl連続切 片を作製し た． 切 片に は ， へ マ
トキ シ リ ン ． エ オ ジン 染色 くhe m atoxylin ．e o sin stain ，
以下 H E と略う を施 した ． ま た， 耳下腺 に 分布 する 外
来神経の 走行を検索 する た め ， 諸神経 を 含む次の 3箇
所の 組織 を試料と し た． 耳介側頭神経 を含む側頭下寄
の 組織， 顔面神経と耳下腺管を含む頬部お よ び 耳下腺
噴筋部の 組織お よ び耳下 腺と それ に 分布す る 神経と を
含む下顎 後部の 組織． 上 記の 3箇所 の 組織 を連続 した
一一 塊 の組織と し て 取り出 し， 本陣写真鍛法2 6Iく写 真銀
勘 に よ る連続切片を作製 した． こ の 方法 に よ る と，
神経細胞体お よ び 神経線維軸索が褐色な い し黒 色に 特
異的に 染色され る ．
3 ． 組織化 学的検索法
耳下腺の 神経要素の 組織化学的特性の 検索は， 次 の
方法に よ っ た ．
り カ テコ ー ル ア ミ ン 検出法
力 テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出の ための フ ォ ル ム ア ル デ
ヒ ド ． グル タ ル ア ル デ ヒ ド ． シ ョ 糖固走法 くfo r m al．
dehyde．glutaral dehyde－S u C rO S efix ation m ethod，
F G S法l27Iを 用 い た ． F G S法 に よ る と組織中の カ テ
コ ー ル ア ミ ン は緑色の蛍光 を発 す る．
21 ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活 性検出法
アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性検出の た めの ル ベ
ア ン 酸増強法2朗を用も1た ． こ の 方法に よ ると ア セ チ ル
コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性部が黒 色に 特異的 に 検出
され る ．
4
． 電子 顕 微鏡検索法
耳下腺の 電顕検索に は， 耳下腺 をその 導管と共 に 取
り出し， 25％グル タ ル ア ル デ ヒ ド 0． 1 ml．0．2 M燐酸
緩衝液 くpH 7．4う 5 ml． シ ョ 糖 0．4 g． 2％オス ミ ウム
酸 5mlか ら なる 固定液に 浸し， 固定液中で 細切 し， 同
固定液に 4
0
Cで 2時間お き， 5％酢酸ウラ ニ ル ． 1％
酢酸に て 30分室温で 塊染色を施 した 後， ユ タノ T ル 系
列 で 脱水， エ ポ ッ ク 飢2に 包埋 ， L K B4800 A ウル トロ
ト ー ム に よ っ て 薄切 片を 作製 した． 同時 に 厚 さ約 1
月 m の 切 片 を作 り， トル イ ジン ブル
ー 染色2引 を施 し， 光
顕 検索 に よ る組織部位の 同定の 試料とし た． 薄切 片に
は酢酸 ウラ ニ ル と鉛の 二 重 染色3 01を施 し， H U－12 型 あ
る い は H－500型 の 電鋳 に よ っ て観察 した． ま た， 耳下
腺腺細胞の 分泌 顆粒の 微細構造検索の ため，2．5％グ ル
タ ル ア ル デ ヒ ド ． 0． 1M 燐酸緩衝液ある い は 4％パ ラ
フ ォ ル ム ア ル デ ヒ ド ■ 0．1M 燐酸緩衝液で 耳下 腺組織
の 細片を 4
0
C で 30 分， 前も っ て 固定 した後， 上 記の 電
顕固定を行な っ た ． こ れ らの ア ル デ ヒ ド固定法の ほか，
腺内神経終末郡 の 検索に は ， Tr a n z e rら3 Hの 重 ク ロ ム
酸固 定法 くdichr o m atefix ation methodl を用．い た ．
こ の 方 法に よ る と， 神経組織中の カ テ コ ー ル ア ミ ン 含
有物が極め て 電子密度大な物質と して 検出さ れ る．
5 ． 神経切 断 お よ び神経節切除実験法
耳下腺支配神経の 起源検索 を目的と する 二 次変性実
験の た め， 実体顕微鏡 を用 い て， 下 記3種の 神経 ． 神
経節の 切 断あ る い は切除実験を行な っ た ． 手術に 際 して
は， チ オ ペ ン タ ー ル の 腹腔内注 射 肌 1nlgノgう に よ る
麻酔が施さ れ た． 手術後， 16， 2 4時間， 2， 4 ， 7 日
間経 っ た マ ウ ス か ら， 耳下 腺を採り， 以－F正常な場合
と同様に 試料 を処 置 し， 術後の 変化 を検索した ．
1う 上頸 神経節の 切 除法
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上 頸神経節切除は， 内頚動脈 と頭長筋の 間 を広げ て ，
上 頸神経節 を確認し て切除 した ．
21 耳介側 頭 神経の 切 断 法
耳介側頭神経切断は， 顎 下郡 よ り内側翼突筋と顎 二
腹筋後腹と の 間で 耳介側頭神経 を確認 して切 断 した ．
3ン 顔面神経 の 切 断法
顔面神経切断は ， 顔面神経が茎乳突孔よ り 出てま も
な い 部分で 行な っ た ．
成 績




マ ウス 耳下 腺の 解剖学的構造
実体顕微鏡下に マ ウス 耳下 腺 と その 周囲 を観察す る
と 国 1に 示 す よ う に マ ウ ス 耳下腺 くpa r otid gla nd， pI
は外耳道と下 顎角と の 間に 位置 し， その 導管は頬部で
口 腔 に 開口 す る． 耳下 腺の 腺体 は， 外耳道軟骨部の 腹
側壁 に 沿 っ て 吻側な らび に 尾側 の 方 へ 広 が る と と も
に ， 皮膚に お おわ れ て腹側の 方 へ も広が っ て い る ． そ
の た め， 腺体 の 外形は ほぼ 扁平な三 角形 を呈 し， その
吻側部 は外涙腺 くex o rbital la c rim algla nd， el に 隣
接 し， 尾側部は ヒ トの 広頸筋 に 相当す る帯状の 筋に お
お わ れ， 腹側部 は顎 下腺 くsubm a ndibula rgla nd， S ml
な ら び に 舌下腺くs ublingu algla nd， Sl に 接 して い る．
上
腺体 は 重量 約 50m g で ， 表面は凹 凸 不 整で ， 淡紅色を
呈 す る ． 腺体の 吻側端 か ら尾側端 まで 約 7m m， 外側緑
か ら 腹側端 ま で 約 12m m で ， そ の 厚 さ は約 2 へ ノ3
m m で あ る． 腺体の 吻側部と腹側部 との 中間の 領域が
腺門 で ， こ こ か ら 3 へ 5本の 小 導管 が発 し， それ らは
合 して 外径約 0．2m nlの 1本の 耳下腺管 と なる． 耳下
腺管 は， 唆筋筋膜中 を頬骨弓 と平行し て吻側方向 へ走
り， 頬筋お よ び頬粘膜を貫 い て， 上顎 の 第 2臼歯の 対
岸で 口腔前庭に 開口 す る． 導管 の 長さ は ， 耳下腺の 腺
門か ら小 導管の 合流部ま で 約 2 へ 4 m m， 合流部から
開口 部 ま で 約 12m m で ある ．
2 ． 耳下 腺 に 至 る各種 神経 の 走路
新鮮標本 の 実体顕微鏡の 所見と写真鍍法連続切片の
描画再構築法 に 基 づ い て耳下腺周辺 の 神経 の 走路を示
し たの が 図2 で ある ．
耳下腺 に は， 図 2 に 示 した よ う に その 導管お よ び動
脈と共に 4一 － 7本の 小神経束が腺門郡 に 進入 す る． こ
れ ら の 神 経束 は， 上 頸 神 経節 くsupe rio r c ervical
ga nglio n， SClの 尾 側部に 発 し外頸動脈 に 伴行す る外頸
動脈神経帯 くextern al c arotid n e rv eple x u s， el か ら
分枝 した 神経束 と， 顔面神経 くfa cial n e r v e， flの 頬
筋枝 くbu c c al br a n ch of fa cial n erve， bbI と頬骨枝
くzy go m atic branch of fa cial n er v e， Zl か ら 分枝し
た神経束 か らな る． 写 真1 は耳下腺噴筋部 の 水平 断の
Fig． 1． Sche m atic dr a wing くv e ntr al vie wl ofthe c e rvic al r egio n of m ou s e． SymboIs こ a，
auriculaニ ad， adipo setiss u eこ a n， ante rior belly ofthe diga stricこd， deltoidこ el， eXOrbital
la crim algla ndニ ej， e Xte rn aljugula r v einこ1，lym phn odeこ m ， m a ndibleニ m a， m a SS et r三 my ，
m ylohyoidニ p， Pa rOtidgla ndニ pd， Pa rOtid du ct三 pe， pe CtO r alis m ajo rニ pl， platys m ai S，
Ste rn O Cleido m a stoidこ Sh， Ste rn Ohyoidニ Sl， Sublingu algla ndこ S m， Subm a ndibula rgla nd．
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Fig． 2． Schem aticdr a wingくv e ntr o－1ater alvie wlofthe n e rv ebr anches sup pliedtothe pa rotid
gla nd oftheleftside． SymboIs ニ a， a u ric ulo－te mpO r aln er v eニ ab， a u ric ula rbr a n ch ofv agu s
n e rv e三b， bu c c al n e rv eibb， bu c c al br an Ch offa cial n e rv eこ C， Cho rda tympa niニ d， de ep
te mpo r aln e rv ei e， e Xte rn al c a rotidn e rv eplexusニf， fa cialn e rv ei g， genic ula rga nglio ni
g p， gr e aterpetrO S aln erv eii，inferior alv e ola r n erv eニic，inter n alc a rotidn e rv e三In ，1ingu al
nerv eこ m ， m a S Set ric n erv eニ mf， m OtO r r O Ot Of fa cial n e rv eこ mp， n e rVe tO m edial
pte ry goid三 N， Nerv u sinte r midiu s三 n S， n e rv etO Stapediu sニ 0 ， Otic ganglionニ p， pa r Otid
gla ndi pa， pO Sterio r a u ric ula r n e rv eニ pd， pa rOtid ducti r， r O Ot Of v agu s n er v eニ S，
Sympathetic tru nkこ SC， S uperior c e rvic al ga nglio nこt， trige min al ga nglio nit t， n e rv etO
te n s o rtym parli三ty， tym pa nic n ervei V ， V agal ga nglio ni Z， Zy gO m atic bra n ch of fa cial
nerV e．
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写真銀法標本光顕像で ト 顔面 神経 の 頬筋枝か ら耳下 腺
へ 行く神経束が 分枝す る こ と を示 し て い る ． ま た， 耳
神経節くotic ga nglio n， Ol か ら 分枝 し た小神経束が耳
介側頭神経 くa u ricul0－te mPO r al ner ve， aン に 入 る．
写 真 2 はマ ウス 頭蓋底せ 卵円 孔 の やや 尾 側部 を通 る 面
で 前額断した H E染色標本 の 光顕 像 で ， 耳神経節か ら
分枝 した神経束が蝶 形骨 を貫 い て耳介 側頭神経 に 合流
する こ と を示 し て い る ． 耳介側頭神経の 末梢枝の 一 部
は顔面神経の 頬骨 枝に 合流す る． こ の 合流枝 を構成 す
る神経線推は頬骨校内を走り ， 耳下腺門に 入 る 上記の
P hoto． 1． Ho riz o ntal s e ctio n of the pa r otido，
m a ss et r regio n of the m o u se． Sm all n er－V e
bu ndle sくa rr o wsIare s e e n a risingfro mthebu cc al
br a n chくbIofthefacial ne rv e a nd ru n ni gtothe
parotid gla nd． Ma ny u n myelin ated a nd s o m e
myelinated fibe rs a re c o ntai ed in the bu ndles．
P hotogr aphic silv e r stainニ X2 40．
P hoto． 2． Fr o ntalse ctio n ofthe ba se ofthe m o u se
Skull－ A n e rv ebu ndle くa rrowJ is s e e n o rigin－
ating fr o m the otic ga nglio n a nd pe n etr ating
thr o ughthe sphe n oidal bo n eto join the a u ric u．
lo－te mpO r al nerv e くaI． He m ato xylin － eOSin
Stainニ X 80．
上
神経束の 構成に 関与す ると 考え られ る ■ マ ウ ス の 耳神
経節は ， 2個の 神経節 に 分 か れ て お り， 内顎 動脈が蝶
錐体裂 を通る直前の 部分 と通過 直後の 部分 に それぞれ
1 個ず つ 動脈壁 に 沿 っ て 存在 す る． こ の 2個の 神経節
は， 蝶 錐体裂を 通 る細 い 神経束 に よ っ て 互 い に つ なが
れ て い る ．
耳下腺 に 進入 し た神経束中の 一 部の 有髄神経線維は
腺内を通 過 し， 腺体の 尾側部 で 再 び腺外 に 出て ， ただ
ち に 広 頸 筋に 進入 す る
．
工王 ． マ ウ ス 耳 下 腺 なら び に 腺内神経線維 の 微 構造
1 ． 光顕所 見
り マ ウ ス 耳 下 腺の 構造
H E標本の 観察に よ る と， 耳下 腺 は複合管状胞状腺
で ， そ の 終末郡 は， 介在部か ら線条部を経 て ， 小葉間
導管 へ と連 なる ．
終末部 は， 外径約 25旬 35声m で ， 腺艦 内径 は極めて
狭 く， 1層の 腺細胞 と その 外面 に 位置す る筋上皮細胞
と か ら な る． 腺細胞 は， 細胞質が エ オ ジ ン に よく 染ま
り ， 球形 の 核が や や基 底部よ り に あ る
．
H E標本で は
個 々 の 分 泌 顆粒 を識別 しが た い が ， 写真 3に 示 すよ う
に 電顕 用 に 固定包埋 し， トル イ ジ ン ブ ル ー 染色 を施し
た標本 で は， 腺細胞の 腺腔側 に 径約 1メイ m の 多数の 分
泌顆粒が見 い だ され る．
介在部は 外径約 12へ 25声m で ， 1層の 小 型 の 細胞か
ら なる
．
こ の 介在部の 細胞 は， 細胞質 に 乏 しく， その
細胞質 は H E染色で は ほと ん ど染 ま らな い ． 介在部の
管腔は内径約2．5 旬 3ノノ m で エ オ ジ ン に 濃 染す る分 泌
物 を含 ん で い る ．
線条部 は外径約 30へ 100 声m で ， 1層 の 大型 の 細胞
か ら な る
．
こ の 細胞 は細胞質 に 富み ， 細胞質は エ オジ
Photo ． 3． Acini of pa r otid gla nd． Se c r etory
gr a nules in the apic al po rtio n of the gla ndular
C ells ar ese en ． Toluidin eblu e staini X 320．
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ン で 淡染 し， 著明 な基 底線条を示 す ． 管脛 は内径約 9
旬 60〆m で ， エ オ ジン に 濃染する 分泌物 で 満た され て
い る ．
小葉間導管 は外径的 100句 120月 m で ， 1 句 2層の 細
胞か ら なる． こ れ らの 細胞 は， 細胞 質の エ オ ジ ン染色
性が小 で ， 基底線条が認め が た い ． 管腔 は広く 内径約
60旬 80ノノ m で あ る が ， そ の 内部 に 分 泌 物 は 見 ら れ な
い ．
耳下腺管 は外径約 0．2 m m， 管腔 内径約0． 1 m m で ，
2層の 細胞 か ら な る． そ れ らの 細胞 は， 細胞質 に 乏し
く， その 細胞質は， 染色で はほ と ん ど染ま ら な い ．
腺房 間に は， 毛 細血 管を含む 小童の 疎な結合組織 が
存在する に す ぎな い ． これ に 対し て ， 小 葉間結合組織
は比較的豊富で ， その 中を小葉問導管の ほ か ， 動脈，
静脈， お よ び神経束が走 る．
21 腺内神経線維の 構造 なら び に 組織 化学的 特性
写真鍍法標本 と オ ス ミ ウ ム 酸固定 ． ト ル イ ジ ン ブ
ル ー 染色標本の 検索結果 に よ る と， 耳下 腺 の 導管な ら
びに 動脈 に 伴行 して 腺 内に 進入 する 神経束 は， 写 真4
の 耳下腺腺門郡の トル イ ジ ン ブ ル ー 染色標本の 光顕像
に 示し たよ う に ， そ れ ぞれ 多数の 無髄線推の ほ か ， し
ばしば 3 へ 5 本の 小径有髄線維 を含ん で い る
．
これ ら
の有髄線推の う ち ， 約半数は その 軸索が 髄鞘を脱 し，
分枝し て しだ い に 細 く なり ， 導管周囲に 尖鋭状 の 遊離
終末を形成 する ． 一 方 ， 残りの 有髄線維 は， 腺体 を貫
通 して， 広頸筋に 分布す る． 腺内に 進入 した細 い 無髄
線維は 写真 5の 耳下 腺写真鏡法標本 の 光顕 像が示 す よ
うに 腺房 間の 問質結合組織内に 繊細 な腺房間神経網
を， ま た動脈壁 の 周囲 に動脈壁神経網 を形成 し て い る．
Photo －4
． Ne rv ebu ndle s ru nning to the parotid
gla nd－ Myelin ated n er v efibers くa rr o w sl a re
Se e nin the n er v ebu ndle sくbllo c ated ne ar the
Pa rOtiddu ctくpla nd a rterie sくaJ． Toluidine blu e
Stain三 X2 4 0．
539
無髄線維軸索は， こ れ らの 神経網の 中を走 る際， 所 々
で癖状の 腫大を示 す． 腺房 間神経網 から細 い 軸索が 腺
房の 壁の 外面 お よ び腺細胞間に 伸び て腺房神経網 を形
成 して い る
． 腺房神経網の 無髄線維軸索も， そ の 走行
の 所々 で感状の 腰大を示 す．
カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光検出法に よ り写真銀法標本で
検索した と 同じ部位 を調 べ た ． 腺房間神経網 ． ■動脈壁
神経網 ． 腺房 神経網の 3神経網 の 軸索に 写真 6に 示 す
よ う に カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光が認 めら れた ． カ テ コ ー
ル ア ミ ン螢光陽 性線維は， 所々 で 癌状の 腫 大 を示 し，
螢光 はそ の 腫大部に お い て特に 著明で あ っ た ． こ れ ら
の カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光陽性線維の癌状腫大は， そ の
構造特徴か ら， 写真銀法で見 い ださ れ た無髄線推の 感
状腫大に 相当す る と考え られ る
．
なお ， Schw a n n細胞
に は カテ コ ー ル ア ミ ン 螢光が認 めら れ ない ．
P hoto． 5． Fin e n e rv eple x u se s a rou nd a nd within
the acini a nd a r o u nd the a rte ry■ Photographic
Silv er stai町 X480．
Photo． 6
． Cate cholamin eflu o r escenc ein n o r m ally
in n e rv ated pa r otid gla nd－ De n se plex u s e s of
thin n e rv ebu ndles with m a ny v a ric o sitie s a r e
S e e n a r O u nd a nd within the a cinia nd a ro u ndthe
artery． F G Sm ethodニ X480．
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アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性検出法に よ り同様
に 同じ部位 を検索した． 写 真7 に 示 す よ う に 腺房 間神
経網 ． 動脈壁神経網 ． 腺房神経網の 軸索終末 に 活性が
認め られ た． こ れ らの アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活
性陽性緑綬 は所 々 で瘡状の 脛大 を示 し， その 腰大部 に
強 い 活性が 見 い ださ れ た． こ れ らの アセ チ ル コ リ ン エ
ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維の 感状腰大も ， 写真鏡 法標本
に お ける 無髄緑綬の 癌状 腰大 に 相当す る と 考 え られ
る
． アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線推の 量 は
カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線推 の そ れ に 比 し て 少 な
か っ た ． Schw an n細胞 に は ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー
P hoto ． 7． Ac etylcholin e ste r a s e a ctivity in
nor mally inn e rv ated pa r otid gla nd． Activity
po sitiv eくbla ckI de n se plex u ses of thin n er v e
bu ndle s a re obs e rv ed a r o u nd a nd within the a cini
a nd a ro u nd the a rte ry． Rube a nic a cid－e nha n－
Cem ent m ethod三 X 480．
P hoto． 8． Se c reto ry gra nule s ofthe pa r otidgla nd－
ular c el ． Ele ctr o nde n sity ofthe pe ripher alpart
ishigh， a ndthat ofc entr alpa rtislo w， Whe nfix ed
with O．25％ gluta raldehyde－1％ o s mic a cida nd
Stain ed in ablo ck with 5％ u r a nyla c etate ． A
C O nde n sing v a c u ole くcHs se e nbeside the Golgi
ap par atu s． X17，500．
上
ゼ 活性 が認 め られ なか っ た ．
2 ． 電顕 所 見
1コ マ ウ ス 耳 下腺 の 微 構造
薄切 片の 電顕像を検索 し終末部に お け る分 泌顆 粒の
2層構造 を見 い だ し たが ， それ 以 外は従来の 知 見に 一
致 して い た． す な わ ち， 終末部の 腺細胞 は， 限界膜に
境さ れ た径 0．5へ 1．5声nlの 球形の 分泌顆 粒 を有する．
分泌顆 粒 は腺腔例の 細胞質中に 集荒 して い る ． 大多数
の 分 泌 顆粒の 内容 は， 固定法 に よ っ て 異な る が， 電子
密度 に 著 しい 相違 を示 す 中心 部と 周辺 部 に 区分 され，
通 常同心 性の 2 層構造 を呈 す る ． た だ し 一 部の 分泌顎
P hoto． 9． Sec r eto ry gr a n ule s ofthe pa r otid gla nd－
ular． cell． Ele ctr o nde n si ty ofthe pe ripher alpart
ishigh， a ndthat ofc e ntr alpa rt islo w， W hellfix ed
With dichr o m ate ． Ar row indic ate s exo cyto sis of
a s e c retory gra nule． x 17，5 0 ．
P hoto． 10． Se c r eto ry gr a n ule s of the pa r otid
glandula r c e11． Electr o nde n sity of the periph
．
er al pa rtislo w， andthat ofc entral part is high
whe n fix ed with 4％ paraform aldehyde a nd
PO Stfix ed with O ．25％ gluta raldehyde－1％ o sl－1ic
a cid a nd stain ed in a blo ck with 5％ u rarlyト
a c etate． X1 7，5 0 O．
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粒に お い て は， 周 辺部と 同様 の 電子密度 を示 す部分が，
中心 部内に も認 め られ ， 同心 性の 3層構造や， 不 規則
斑状の 構造 を呈 す る． グ ル タル アル デ ヒ ド ー オ ス ミ ウム
酸ある い は重 ク ロ ム 酸 を含む固定液の み で 固定 した 場
合に は， 写 真8お よ び 9に 示す よ う に 中心 部は電子 密
度小 で ， 周 辺部は電子 密度大とな る． こ れ に 反し， 上
記固定 に 先立 っ て 4 ％パ ラ フ ォ ル ム ア ル デ ヒ ド や
2．5％グル タル ア ル デ ヒ ド に よ る前固定 を施 した 場合
に は， 写真 10お よ び 11に 示 され る よ う に 中心 部は電
子密度大 に ， 周辺 部は電子 密度小 と な る． 又 ， 写真 9
で は細胞 の 遊離面 に お い て ， 分泌顆粒 の限界膜が遊離
面の 細胞膜 と融合 して ， 分泌顆粒の 内容物が腺腱内 へ
放出さ れ る開口 分泌 の 像が 認 め られ た． Golgi装置 は
核上部 に位置 し， 層板と小 胞の ほ か ， 径約0．3声m の
Golgi胞 を有 す る ． し ば し ば 写 真 8 に 示 す よ う に
Golgi装置 に 接 し て 径 約 0．7jLm の い わ ゆ る 濃縮胞
くc o nde n sing v a c u olel が見い だ され る ． 濃縮胞は 限
界膜 を有 し， 内部は電子 密度中等度 の 物質で 占 め られ
て い る ．
終末部の その 他の 細胞内小器官や腺腔お よ び筋上 皮
細胞， 介在部なら び に 導管な どの 著者の 電頗所見 は，
過去の 研 究者の 報告25Iに ほ ぼ 一 致 し て い た ．
2コ 腺内神経線維 の 微 構造
耳下腺の 導管 なら び に 動 脈に 伴行 し て腺門よ り腺体
に 進入 す る神経束は， い ず れ も薄 い 神経周 膜 で 固まれ
て い る ． 神経束 は 4 旬 7 本存在し， そ れ ぞ れ 200ノ ー 300
本の 無髄軸索を含 むほ か ， 軸索の 直径約 1．0 仰 l， 髄鞘
Photo． 1 1． Se c r eto ry gra n ules ofthe pa rotidgla n－
dula rc ell． T heir pe ripher al partis m ode r ately
electro n－den se a nd their c e ntral pa rt is
m o r e el ctr o n－de n s e whe n fix ed with 2．5％
glutaraldehyde． po stfix ed with O．2 5％ gluta ral．
dehyde－1％ o s mic a cida ndstain ed in ablo ck with
5％ ur a nyla cetate． So m e ofthe gr a n ules sho w
m oder ately ele ctron－dense co r ein the c e ntr al
fJ a rt． X 1 7
，
500．
の 厚 さ約0．3〆m の 小 径有髄線推 を3 へ 5本含ん で い
る く写真 121．
腺房間神経網は， 神経周膜を欠く細 い 無髄線維束 か
ら な り， 1 b lO本の 無髄軸索が， Schw a n n細胞に よ っ
て 包ま れ て い る ． 軸索は腺房間の 組織腔 を走 る際， 所 々
で 腫大 し． そ の 腰大部で Schw a n n鞠 を 一 部欠き ， 組織
腱に 面 して い る ． 写真13に 示 す よう に 軸索腰大部 は，
その 内部に 多数の シ ナプ ス 小胞 と ミ トコ ン ド リア を含
み ， 腺房 腺細胞 の 基底面と 0．1へ 1 ．0月 m の 隔 た り を
も っ て 対面 し て い る ． 腫大部の 表面は基 底膜で お お わ
れ て い る
．
この 種の軸索腫大部は， 消化管の 平滑筋で
観察さ れた い わ ゆる遠距離シ ナ プ ス3 2榊Iに 相当す る．
動脈 壁神経網は， 外膜中に 分布す る無髄線維束 か ら
な る． こ の 無髄線維束は， 腺房 問神経網の 場合と同様
の 微構造特徴 を示 す． こ の 部の 軸索腫大部は， 写真 14
で 示 した よ う に 中膜の 平滑筋細胞と 0．1 句 1．0ノ上 m の
P hoto ． 12． Cr os s sectio n ofa n er v ebu ndle r u n ni g
to the pa r otid gla nd． A s m allmyelin ated fiber
a nd m a ny u n myelin ated o n e s a r e s ee n． X 8，00 ．
Photo － 13． Ax o n al e xpa n sio n sin the n er ve plex u s
a r o u nd the a cini of parotid gla nd． Sm al
gr a n ula r syn aptic v e sicle sin ty pe－ I e xpa n sio n s
りり a nd agr a n lllar syn aptic v e siclesin ty pe－I
e xpa n sio n sりり c a nbe diffe r entiated． x lO，00CI．
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隔た りを も っ て対面し て お り， す べ て 遠距 離 シ ナ プ ス
に 属す る．
一 方 ， 腺房 神経網 に進入 した 軸索 は， Schw a n n発田胞
の 被鞘を欠き ， 腺細胞 の基底部 の 細胞膜 と それ を お お
う基底膜と の 間， 腺細胞と 筋上 皮細胞と の 軌 隣 り合 っ
た腺細胞同士 の 間の 3 つ の 異 な っ た 部分 を走る． こ れ
ら はそ の 走行 の 所々 で 感状腰 大部を形 成 し， その 内部
に は多数の シ ナプ ス 小胞 と ミ ト コ ン ド リ アを含 む． 写
真1 5に 示 す よう に 軸索腫 大部と ，腺細胞あ る い は筋上
皮細胞 と は 通常双 方 の 細胞膜 が 約20n m の 細 隙 を
も っ て密接 して い るが， い ずれ の 側の 細胞膜 に も， 肥
厚そ の 他の 特別の 構造分化を 認 め なか っ た ． こ の 種 の
軸索腰 大部 は， 精管の 平 滑筋で見 い だ さ れ た い わ ゆる
密接 シ ナ プス 叫 に 相当す る．
電顕 下 に 見い だ され る 上記 の遠距離シ ナ プス あ る い
は密接シ ナプ ス を呈 する軸索腫大部は， 光顕下 に ， 写
真銀法， カ テ コ ー ル アミ ン螢光弘 あ るい は ア セ チ ル
コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性検出法 に よ っ て示 さ れ た神経
線維の 痛状腫大に 相当す る．
腺房 間神経網 一 動脈壁 神経網 ． 腺房神経網の軸索腫
大部は， す で に述 べ た よう に 多数の シ ナ プ ス 小 胞を 含
ん で い るが ， こ れ らの シ ナ プス 小胞 は， Richa rdso n341
と Ho njin ら331の 分類 に 従 っ て次 の 3種， 小 顆粒性小
胞， 大顆粒性小胞， 無顆粒性小胞 に 区分され る
．
小顆粒性小胞 は， 径約 50n m で 内部に 電子 密度大 な
1偶の 顆粒を有す る． 大額粒性小胞 は， 径約100n m で
内部に やや大 き な顆粒 を 1個含 んで い る． 無顆粒性小
胞 は， 径約 50n Jnで 額 粒を含 ん で い な い ． 耳下腺の 軸
索腰大部 は， その 内部 に含 ま れ る上 記シ ナ プス 小胞 の
種類に よ り， 工型と H型 と に 区分さ れ る． ト型 は， 常
P hoto．14． Axo n al expa n sio n sin the nerve ple x u s
a r o u nd the a rtery of pa r otid gla nd． Sm all
gra n ula r syn aptic vesiclesin ty pe． I e xpa n sio ns
りI a nd agra n ula r syn aptic v e sicle sin ty pe．IT
e xpa n sions りり a r e sho w n． xl O，000．
上
に 小顆粒性小胞 を含 み， その ほ か ， と き と し て 少数の
無顆粒性小胞や大顆粒性小胞 を も含 んで い る ． H 型は，
多数の 無顆粒性小胞 を含み， と き に 少数の 大顆 粒性小
胞を も含 むが ， ノJ 噸粒性小胞 を含ま な い ．
電顕 つ な ぎ写真で， 耳下腺 の 小 葉約200月m 2を検し
た と こ ろ， 腺房 間神経網に お い て， 遠距離 シ ナ プ スが
88例見 い だ さ れ， その う ち 54 例が 1 型に 属 し， 34例
が H型 に 属 した． また ， 動脈壁の 神経網 に お い ては，
検 した 軸索塵大部 85例中の 75例が I 型に 属 し， 10例
が工1塾 に 属し た． 一 方 ， 腺房神経網 に お い て ， 密接シ
ナ プ ス が 2 7例見 い だ さ れ， その う ち 20例が 工型 に属
し， 7例が 廿型 に 属 した． 写真13へ 1 5 に各神経網に お
ける 工 型 と 甘型 終末 を示 した ．
H ． マ ウス 耳 下 腺に 分 布す る神経終末の 各種 神経切
断後 の 変 化
1 ． 上頸 神経節切 除後の 変 化
上 頸神経節切除後 16時間 旬 7 日に わ た っ て 経時的
に 耳下 腺 を， 写真銀 法， カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光検出法，
アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性検出法， お よ び電顕
観察 に よ っ て検 した．
写 真銀法 に よ る と， 腺房 間 ． 動脈 壁 ． 腺房 神経網内
の 軸索 に お い て ， 術後 24 時間 ご ろか ら， 軸索の 表面が
や や粗雑 とな り， その 染色性が赤褐色を呈 す る もの が
見られ ， や が て 多数の 無髄軸索が ， その 染色性 を減じ
て， 小 顆粒 に 断裂 し， 神経節切除4 日以 後 に は， 正常
な無髄軸索の 数が 著 しく減少す る． この と き神経網の
Schw a n n細胞 は， 核， 細胞質 と も に や や肥大す るが，
この 状態 で も腺房 間神経網や動脈壁神経網の 変性神経
束内 に ， な お 正 常な 無髄線推軸索が残存 して い た ． 腺
房 神経網に お い て は ， なお 正 常な軸索が変性せ ず に残
P hoto ． 1 5－ Ax o n al e xpa n sio n sin the n e rv eple x u s
Within the a cini of the pa rotidgla nd． Sm a11
gr a n ula r syn aptic v e sicle sin aty pe－ I e xpa nsio n
りり a nd agra n ula r syn aptic v esiclesin aty pe－I
e xpa nsion りり ar e se e n． xlO，000．
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存して い るの が観察 され た． こ れ ら の 残存 して い る 軸
索は， 表面平 滑で 染色性も十分保たれ て い た ．
カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光検出法 に よ る と， 腺房問 ． 動
脈壁 ． 腺房 の 諸神経網 に お け る カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光
は， 術後 16時間で 著 しく 減弱 し， 写 真16 に 示 すよ う
に 24時間以後， 完全に 消失し た． 写 真に は腺細胞中 に
螢光が示 さ れ て い る が， こ の 螢光は リ ソ ソ
ー ム の 示 す
黄色蛍光 で ， 神経終末の 示 す緑色蛍光 と は明 ら か に 異
なるも の で あ る． こ の 所見 は，上 記諸神経網 に カ テ コ ー
ル ア ミ ン を含む い わ ゆ る ア ド レ ナリ ン作動性線維 が多
数分布し， そ れ らが す べ て 上頸 神経節に 由来す る こ と
を示 して い る ．
上頸神経節切除後 16時間 へ 7 日に わ た っ て ア セ チ
ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性 を検した が ， 腺内の 諸神経
P hoto ． 16． Cate chola min eflu ore s c en c ete st inthe
de n e rv ated pa r otid gla nd， 24 hr after s uperio r
C e r Vic al ga nglio n e cto my ニC O mplete disap－
pe a r a n c e of c ate chola min eflu o r es c e n c e． Lys o s－
O m eSin the gla ndula r c ells sho w yello w flu o．
re sc e n c ebut n ot bright green c ate chola min e
flu ores c e n c e． F G Sm ethodi X 480．
P hoto． 17． Cr o ss se ction of a ner v ebu ndle ruming
tothe pa r otid gla nd． 2 4hr after supe rio r c e rvic al
ga nglio n e cto my． Dege n e r ating a x o n sくdgI， a
S u rVivl ng m yelin ated fibe r a nd m a ny u n myeト
inated a x o n sare s ee n． x8，00 0．
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網が 示す 活性 に ， 著明 な 変化 を認めな か っ た
．
電顕 検索に お い て は， 導管な ら びに 動脈に 伴行 して
腺体 に 進入 す る神経束 に お い て ， 多数の 無髄軸索が，
術後 16時間ご ろか ら， 暗調 化な らび に 明 調化変性3 引に
陥る． しか し， 写 真17 に 示す よう に な お か な りの 正 常
な軸索が残存 して い る ． 腺房間な らび に 動脈壁 の 神経
網内の 多数の 軸索お よ び終末も術後 16時間以後 二 次
変性 に 陥 っ た ． しか し工I 塑の 終末 は健全 に残存 して い
た く写真18， 19う． な お ， 術後24 時間 句 2 日の 間に ，
神経網 を構成 する 小神経束中 に お い て， 腫大 した 同 一
の Schw a n n細胞 内に ， 正常 な神経終末と変性 に 陥 っ
た軸 索な い し終末と が， 同時 に存在す る所見に しば し
ば遭遇 したく写 真 1射． 腺房神経網 に お ける終末 に 関し
て は ， 検 した い ず れ の 時期に お い ても ， その 明 確な変
性像を と ら え る こ とが で き な か っ た が ， 術後 16時間
旬 7 日 に ， 腺房神経網の 終末の 数の 著し い減少が み ら
P hoto．18． A degenerating a x o nくdgIa nd a s u rvi ，
ing ty pe－IIa x o n al e xpa n sio nく工Il inthe ner ve
Ple x u s a r o u ndthe a cini intheden er v atedpa r otid
gla nd， 24 hr afte r superio r c e rvic al ga ngli，
One CtO my． X8，000．
Photo ． 19■ A dege n er ating a x o nはgland a s u rv－
iving ty pe， 口 e xpa nsio nりり in the n e rve plex u s
a r ou nd the a rte ry in the de n e rv ated pa r otid
gla nd， 2 4 hr after s uperio r c e rvic al ga nglio －






こ の 際残存 して い る 終末は す べ て H 型に 属 し，
正常 なI 型終末は全く見 い だ さ れ な か っ た ． こ の こ と
は， 上 頸神経節切除に よ り腺内の す べ て の I 型終末が
二次変性に 陥る こと を意味 し， 耳下腺に 分布す る無髄
神経線推 の う ち， 工 型終末 を形成す るも の が 上 頸神経
節に 由来す る こ と を示 して い る ．
2 ． 耳介 側 頭神経切断後の 変化
写 真銀法標本に お い ては ， 腺房問 ． 動脈壁 ． 腺房 神
経網内の 無髄線維軸索の う ち 一 部の も の が， 術後 16時
間 へ 2 日に 染色性の 低下や 小顆粒 へ の 断裂 な どの 二 次
変性像 を示 し， 術後7 日ま で に ， 変性消失す る． また
腺門部か ら腺に 進入 す る神経束内の 有髄神経線経 とそ
の 導管周囲終末も二 次変性 に 陥る． しか し， 術後 16時
間 へ 7日 の い ずれ の 時期 に お い て も， 腺内に は， 変性
に 陥る こ と なく残存す る無髄神経軸索が な お 多数見 い
だ され た．
カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出法で は， 腺内に 分布す る
Photo ，20． Ac etylcholin e ster a s e a ctivityte stin the
de n e rv ated pa r otidgla nd， 7 days afte r a u ric ulo －
te mpo r al n e u r e cto myi C O mPlete disap pe aranc e
Of a c etylcholin e ste r a se a cti vity． Rube a nic a cid－
e nha n c e m e nt m ethodi X480．
上
螢光陽性線推 に ， 術後7 日 を経て も 全く 変化を認めな
か っ た ．
アセ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性検出法 に よる と，
腺房 間 ． 動脈壁 ． 腺房 の 諸神経網内の ア セ チ ル コ リ ン
エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性線維が ， 術後 16時間 ごろ より活
性 の 減弱 を示 し 始め， 術後 7 日ま で に その 活性は完全
に 消失 したく写 真 20う． こ の 実験結果 は， 耳下 腺に 分布
す る コ リ ン 作動性神経が す べ て 耳介側頭神経 を経由し
て 腺 に 至 る こ と を示 して い る ．
耳介側頭神経切断後の 電顕 観察に お い て は， 写真21
に 示 す よう に腺 門部 に 進入 す る神経束内の 一 部の 有髄
お よ び無髄緑綬軸索 に 変性 を認 めた ． 腺房間 ． 動脈壁
の 神経網の 一 部の 無髄線推軸索が ，術後 24 時間に 二 次
変性像 を示 し， 術後 7 日ま で に 変性消失す る． 一 方，
腺房 神経網の 軸索終末の 一 部 の もの は変性消失し， 神
経終末の 数の 減少を認 めた． 術後 24 時間 へ 7 日 の 試料
に お い て， 二 次変性 に 陥る こ と な く正 常な 微構造を
保 っ て い る腺内無髄軸索と そ の 終末は す べ て ト型 に属
し， 正 常な 廿型 終末 は全く見 い だ さ れ な か っ た く写真
22， 23う． こ の こ とは ， 耳介側頭神経 切断に よ りH 型神
経終末が 二 次変性に 陥 る こ と を意味 し， 耳下腺に 分布
す る無髄神経線維の う ち， n 型終末 を形成す る もの が
耳介側頭神経を経由し て 腺に 至 る こ と を示 して い る ．
3 ． 顔面 神経切断後の 変化
顔面神経切断後， 写真銀法 に よる と， 腺門部の 神経
束内の 約半数の 有髄神経線蘭 が， 術後 16時間 へ 2日 に
二 次 変性像 を示 した
．
しか し， 同神経束内の 約半数の







Photo． 21． Cr o s s s ectio n of a n e r v ebu ndle r u n ning to the par otidgla nd， 24hr afte r a u ric ulo ，
tem poral ne ure cto my． Dege n e r ating myelin ated fibe rsくdgnlJ a nd u n myelin ated a x o n sくdgul
a re se e n． A s u r vi lng m yelinated fiber and tln myelin ated a x o n s a r e als o s e e n， X 5，800．
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網内の 無髄線経と そ の 癖状腫 大終末 は， 術後 16時間
旬 7日 に わ た っ て 全く 変性 を示 さ な か っ た ．
組織化学的検索で は， 腺 内の カ テ コ
ー ル ア ミ ン蛍光
ならび に ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー ゼ活性に は， 術後
変化が認め られ な か っ た ．
竜顔 観察で は， 腺門部の 神経束に お い て ， 顔面神経
切断後24 時間に ， 写真 24に み ら れ るよ う に 一 部の 有
髄線椎が 二次 変性像 を示 した． こ れ は耳下腺を貫き ，
広頸筋に 分布す る運 動神経線経と考 え られ る．
考 察
王 ． マ ウス 耳 下 腺腺 細胞 に お け る分 泌 顆 粒 の 微 構造
Parks抽 はマ ウ ス 耳下 腺腺細胞の 分泌顆粒 が， オ ス
ミウ ム 酸単独固定の 場合， 電子 密度小 な中心部と電子
密度大 な周 辺部と か ら な る2層性を 示す こ と を初 めて
報告した． 彼は こ の 2層性が， 組織 固定 な どの 標本作
Photo ．22． A degen e rating a x o nくdgl a nd a s u rviv－
ingtype－ I a x o n al e xpa n sio n りり in the n e rv e
Ple x u s a r o u ndthe a ciniin thede n e rv atedpa r otid
gland， 24 hr after a uric ulo－tem pOr al ne urec－
to my． X 16，000．
Photo ．23． A dege n e r ating a x o nくdgナa nds u rviving
ty pe． I a x o n al e xpa n sio n sりり in the n e rv e
Plex u s a r o u nd the a rtery in the de n e r v ated
parotid gla nd， 24 hr after a uric ulo ．te mpo r al
n e u recto my． X8，000．
製の 過程 で 分泌 顆粒が膨化し たか ， ある い は， 分泌 顆
粒の 成分の 一 部が 失われ た た めに 生 じた人 工 産 物 で あ
ると 考え た． その 後， Sim s o nら 川 は， ラ ッ ト耳下 腺腺
細胞の 分 泌顆 粒が ， 種々 の 固定法 を用 い て も常 に 2層
性 を示 すが ， イ ソ プ ロ テ レ ノ ー ル 投与に よ る長期間分
泌刺激 を行 な っ た後 に 形成さ れ る分泌 顆粒 で は， その
2層性が 失われ る こ と を見い だ した． こ の 所見に 基づ
い て 彼は， 正常な 耳下 腺分泌顆粒が 示 す2層性 は化学
組成の 羞 に よ るも の と した． また ，1cbilほ W aら3 7潮 や
Ichika w aら 瑚 は， ス ナネ ズ ミ の 耳下腺 を用 い ， その 分
泌顆 粒の 周辺 部が ， P AS 反応陽性で ， 電顕 下 で も メ テ
ナミ ン 銀反 応陽性で ある こ とか ら， 耳下腺分 泌顆 粒の
2 層性は ， 分泌 顆粒 の 中心部 に蛋 白質が集 まり， 周 辺
部に 多量 の 多糖類 が含 ま れ て い る こ と に よ る と 報 じ
た．
今回の 検 索に よ り， 新鮮組織を直ち に グ ル タ ル ア ル
デ ヒ ト オ ス ミ ウ ム 酸 ある い は 重 ク ロ ム 酸 を含 む固定
液で 固定 した場合 に は， 分泌 顆粒の 中心部が電子密度
小 に ， 周 辺 部が 電子 密度大に なり ， オス ミ ウ ム 酸 固定
の 前に パ ラ フ ォ ル ム ア ル デ ヒ ドあ る い は グ ル タ ル ア ル
デ ヒ ド で 充分に 固 定し た場合 に は ， 中心部が電子密度
大に ， 周 辺 部が電子 密度小 に なるこ とが分か っ た ． こ の
所見は， 耳下腺分泌顆粒の 中心 部と周辺部と に お け る
電子 密度差が ， 組織固定法 をか える こ と に よ り逆転 す
るが ， その 2層構造は変 らず， こ れ は中に 含まれ る物
質の 化学組成の 相違に よる も の と考えられ る．
P hoto ，24． Cro s s se ction ofa n e rv ebu ndle ru n ni g
to the pa r otidgla nd， 24 hr afte rfacial ne ure－
CtO my ． A dege n e r ating m yelin ated fiberくdgj
a nd s urv IVlng m yelin ated fibers a nd u n myel－
in ated a x o n s a rese en ． x 8，000．
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Freitag ら
鋸は ウサ ギ耳下腺 で上頚神経節切除後， カ
テ コ ー ル ア ミ ン 螢光 は消失し たが， ア セ チ ル コ リ ン エ
ス テ ラ ー ゼ活性 に は変化が なか っ た と報 じて い る． こ
の所見 は， Ga r rettら9JLこよ りイ ヌ で も確認され た ．
Ga r rettら91は， ま た， 耳介側頭神経切断後， アセ チ
ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性陽性線維が大部分消失す る
こ と も報告 して い る ．
今 軌 マ ウ ス 耳下腺 に おい て も， 上 頸神経節切除後，
腺内の 神経終末に 見られ た カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光が 消
失 し， 耳介側頭神経切断後， 腺内の 神経終末に 見 られ
た アセ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性が消失す る こ とが
確認さ れ た． さ らに 同時に 行な っ た電顕検索は， 上 頸神
経節切除に よ り， 腺内に 分布 して い た小顆粒性 シ ナプ
ス山一胞を含む ト型神経終末が変性に 陥り消失す るが ，
この と き腺内に 存在す る無顆粒性シ ナ プ ス 小胞の み を
含 む工I郵中経終末は残存 す る こ と を， 明 らか に した
．
一 方 ， 耳介側頭神経切断後 に は ， 腺 内の H 型終末は変
性消失する が， 王型 終末 に は変化が なか っ た
． 以上 の
組織化学的所見な らび に 電顕所見 か ら， 耳下腺 に 分布
して い る工型 終末が ， 上 頸神経節 に 由来す る ア ド レ ナ
リ ン作動性神経線推の シ ナ プ ス 終末で あ り， H型終 末
が ， 耳介側頭神経 を経由す る コ リ ン 作動性神経線推 の
シ ナ プ ス終末である こ と を明ら か に した．
Ku ntz ら41は， ネ コ ， イ ヌ ， サ ル の耳下腺で， 鍍銀法
に よ り， 上 郡中経節切除後と耳介側頭神経切断後と に
お ける残存す る神経線維の分布密度 を比較 し， 腺房 で
は副交感神経の 方が交感神経 よ り はる か に 密 に 分布 し
て い る が， 血管で は交感神経 の方が副交感神経 よ り密
に 分布 してい る と報 じて い る． ま た， Ge nis－Galv e zら5I
も ネ コ で同様の 二 次変性実験 を行ない ， 鍍銀法と ヨ ウ
化亜 鉛 ． オス ミ ウム 法 によ り， 腺房 に お け る副交感神
経の分布密度が交感神経の そ れ をか な り上 まわ る こ と
を示 し， 耳下腺腺細胞 に 対 して副交感神経支配が交感
神経支配 より優位 を占め る と 主張 して い る．
こ れ に 対 して， 薬理 学的実験 に お い て は， ラ ッ ト耳
下腺で， ア ド レ ナ リ ン作動薬 で あ る イ ソ プ ロ テ レ ノ ー
ル 投与 に よ り多数の分泌顆粒の 放出が み られ H H 2さ， コ
リ ン作動薬で ある カ ル バ コ ー ル は 分泌額粒の放出作用
が 弱い こ と が確認され て い る 用 ． また生理 学的実験 に
おい て も， ウサ ギ， ネコ ， ラ ッ トの耳下腺で， 交感神
経刺激が著 しい 分泌物の 放出 を引き起 こ す こ とが 知ら
れ て い る2 0
－ 2 2I
今回の検索 に よれ ば マ ウ ス 耳下腺 の場合， ア ド レ ナ
リ ン作動性 の 交感神経終末と考え られ る 工型 終末 と，
コ リ ン 作動性の 副交感神経終末と考え られ る H型終末
と の ， 腺 郡中経網 に お け る分布 比 は約 3 こ 1 で あり ，
上
腺房間神経網で も そ の 比 は約2 ニ 1 で， 工型 終末の 分
布密度 が は るか に H型終末の それ を上 ま わ っ て い た
．
こ の 所 見は， マ ウス で は交感神経が そ の 終末の 数で優
位 である こ と を 意味 し， 上 記 の薬理 学的実験や生理学
的実験の結果と よ く符号す る．
耳下腺 を支配 す る副交感神経の 走路 に 関 して は， ヒ
トお よび種 々 の晴乳類に お け る神経走路の 肉眼検索に
基づ き2 冊 ，その 節前線経 は， 延髄の 下唾液核 を発 し， 舌
咽 神経 よ り鼓室神経 ， 鼓室神経章， 小錐体神経 を経て
耳神経節に 入 り， そ こ で神経細胞に終わ ると考えられて
い る － ま た耳神経節の神経細胞 か ら発 した節後線維は，
交通枝 を経 て耳介側頭神経に 入 り， 耳介側頭神経 を経
由 して耳下 腺に 至 る とさ れ て い る
．
しか し， 近 年 Gaト
rett9闇 イ ヌ で 耳介側頭神経切断の み で は 耳下腺内の
ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性が完全 に 消失しない
と報 じ て い る． ま た， Po rto ら 組 も ネ コ で， 顔 面神経を
茎乳突孔の近く で切断 し， その 末棉端 を電気刺激する
こ と に よ り， 耳下腺か ら の唾液流出を引き お こす こと
が で きた と報 じてい る． この 報告は， 耳神経節か らの
節後線維の 一 部が ， 鼓室神経牽か ら顔面神経 に 入 り，
その 末梢枝 を経由 して耳下腺に 達す る こ と を示 唆して
い る ． しか し本研究 に お ける神経切断実験 の 結果は，
マ ウス の場合， 耳下腺 に分布 す る コ リ ン作動性神経が，
す べ て 耳介側頭神経 を経由す る こ と を示 し た． ただ し，
今回の連続切片の再構築法に よ る神経走路の検索は，
こ れ ら の コ リ ン 作動性線推が ， 耳介側頭神経と顔面神
経 と が 交叉 す る 部で ， 交通枝 を経て 顔面神経 に 入 り，
つ い で顔面神経 か ら発す る耳下腺枝 を通 っ て 耳下腺に
至 る こ と を示唆 し て い る ．
耳下腺 を支配 する 交感神経の 走路 に 関 して は， ヒト
の 肉眼的解剖所見 に 基づ き 瑚 41灘 前線推が胸髄上部の
側柱の 神経細胞 から起 こ り脊髄神経 の 前根， 白交通枝
を経て ， 交感神経幹に 入 り， こ れ を上行 して 上 郡中経
節 に 至 り， こ の 部の神経細胞に終わるとされ て いる ． ま
た ， 上 頸神経節の神経細胞か ら発 した節後線維は， 外
頸動脈神経草 に 入 り， 耳神経節 へ の 交感根 を通っ て耳
神経節 に入 るが ， これ を通過 し， 以後， 前述の 副交感
神経線経 と同 じ走路 を通 っ て耳下腺 に 至 る と考えられ
て い る
．
一 方 ， 内頚動脈神経章か ら は上 ． 下 頸薮神経
が発 し， 鼓室神経叢 と連絡 し て い る こ とが 知られ てい
る
． ま た大久保2引は ネ コ や ブ タで 内頸動脈神経草と耳
神経節 との 間に ， 交通枝 の 存在 を確認 して い る． これ
ら の 所見 は， 交感神経線維 の 一 郭が 外頸動脈神経叢の
ほ か， 内頸動脈神経牽か らも 耳神経節 に 入 り， 副交感
神経線経 と共に 耳介側頭神経 を経由して ， 耳下腺に 至
る可 能性 を示唆 して い る
．
しか し， Ga rrett91はイ ヌ で，
耳 介側頭神経 を切断 して も ， 耳下腺 に 分布 す る カ テ
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コ ー ル ア ミ ン 螢光陽性線維 に 変化が認め ら れ な い こ と
を示 し， 今回 ， マ ウ ス に お い て も その こ と が確認さ れ
た． こ の 所見は， ア ド レ ナ リ ン作動性の 交感神経節後
線推が耳介側頭神経 を経由し て耳下腺 に 至 る とす る 従
来の 説 を否定す る もの で あ る． 今回の 神経走路 の 光顕
再構築観察 に よ れ ば， 上頸神経節を発 し た節後線椎は ，
外頸動脈神経草を構成 し つ つ ， 外頸動脈と共に 末梢 へ
走り， 外頸動脈が顔面神経 と交叉 す る部 で
一 部 の も の
が神経草か ら分か れ， 顔面神経か ら発す る 耳下腺枝に
合流し て腺 に 分布す ると 考え られ る．
今回， マ ウ ス 耳下腺 に お い て， 腺門部よ り進入 す る
神経束に ， 多数の 無髄線推の ほか に 少数の 小径有髄線
維が含まれ て い る こ とが ， 光顕 なら び に 電顕下 に 見 い
ださ れ た． 耳下腺に 分布す る有髄線椎 に 関す る報告は ，
い まだ これ を見な い が ， 中村42Iは マ ウス 顎下腺と舌下
腺で ， 腺門部 に 有髄線維を見い だ し， 同時 に こ の 有髄
線推が， 導管周 囲で 求心 性終末 を形成す る こ と を報 じ
てい る． 今回 の 光顕検索 で も， 有髄線椎 は， 耳下腺の
導管周囲で髄鞘 を脱 し， 比 較的単純 な分岐性の 遊離終
末を形成す る こ とが確認さ れ た． 今回見い だ さ れ た有
髄線推は， 上 頸神経節 を切除し た後， 二 次変性 に 陥る
ことは なか っ た ． しか し， 耳介側頭神経切断後 に ， 変
性に 陥る有髄線継が確認さ れ， 同時に 導管周 囲の 求心
性終末も変性 に 陥る こ とが 見い ださ れ た． こ の こ と は，
マ ウス 耳下腺 に は， 三 叉神経に 属す る求心 性神経線推
が， 耳介側頭神経 を経て腺 に 至 り， 導管近傍 に分布し
て い る こ と を示 して い る
．
結 論
耳下腺の 構造と神経支配 を， 正常 な らび に 諸神経切
断後の マ ウ ス 耳下腺 に つ い て検 し， 次の 結果 を得た．
1 ． 耳下腺腺細胞の 分泌 顆粒は， 中心 部と周辺 部で
電子密度の 異 なる 2層性を 示す ． 中心 部は パ ラ フ ォ ル
ム ア ル デ ヒ ドや グ ル タル ア ル デ ヒ ドで 良く 固定 され ，
周辺 部はオ ス ミ ウム 酸や 重 ク ロ ム 酸 に 親和性 を示 す ．
2 ． 導管お よ び血 管 に伴行して 耳下 腺に 入 っ た無髄
神経線推は ， 微細神経束か ら なる腺房間神経網， 動脈
壁神経網お よ び腺房 神経網 を形成す る． 無髄軸索 はそ
の走路に 感状 に 腰 大した 神経終末 を形成 して い る ．
3 ． 腺内の 神経網 は カ テ コ ー ル ア ミ ン 病性陽性の 線
経とア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性陽性の 線稚か ら
なる． 前者は後者よ りも 多 い ．
4 ． 上 頸神経節切除後， カ テ コ ー ル ア ミ ン活性陽性
の線推は変性消失す る． 耳介側頭神経切断後， アセ チ
ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活性陽 性 の 線椎 は変性消失す
る．
5 ． 電子顕 微鏡 的に は， 上記の 軸索腰 大部に は多数
の シ ナ プ ス 小 胞が 見ら れ， こ の 部で Schw a n n細胞 が
欠如し， 腺房 間神経網 と動脈壁神経網の もの は遠距離
シ ナ プ ス を呈 し， 腺房の も の は Schw a n n細胞の 斡 を
欠き， 腺細胞間， 腺細胞と筋上皮細胞の 間， あ るい は
腺細胞 と基底膜 の 間に 位置 し密接 シ ナ プス を呈 する ．
6 ． い ずれ の 神経網に お い て も腰大 した終末は， 小
顆 粒性小胞を含 む工 型 と無頼粒性小胞 を含む工壬型 に 区
分さ れ る． 工型 は上 頸神経節切除後変性す る． 口型 は
耳介側頭神経切断後変性 に 陥る． 工 型 は上頸神経節由
来の ア ド レ ナ リ ン 作動性神経の 終末で あり， II 型 は耳
神経節由来の コ リ ン 作動性神経 の 終末で あ る．
7 ． I塾とI工型 の数比 は， 腺房間神経網で は2 こ 1，
動脈壁神経網 で は 7 ニ 1， 腺房 神経網 で は 3 二 1 で
あ っ た ．
8 ． 有髄線維 の 一 部は導管の周囲に遊離終末を形成
する
．
その 他の 有髄線維 は腺を貫通 し広頸筋 に 分布す
る．
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Abstra ct
T he stru Ctu r eand thein n ervation of the m ou s epar otidgland w e restudied by histoche mistry
and ele ctro n mic ros cop y． T he s ec reto rygra n ules ofthe m ouse parotidacinar cellw er ec o mposed
Oftw opa rts， C e ntr ala nd pe riphe ral w hich w e re different in ele ctr o nde nsityfr o mea ch other． T he
Photographic silv e r m ethod sho w edthat the par otidgland w as sup plied withm any u n myelinated
n e rv efiber sfor ming fin e n e rv ePle x uses ar Ou nd a nd within the aciniand a rou nd t he a rteries．
T he n e rv efibe rs e xhib ited m any V arico sities alo ngtheir c o u rse 血 the ple x u s e s． T he histo che mi－
C al te ch miqu e sde mo nstrated cate cholamine flu o r e sc e n c ea nd acetylcho 血 estera s e a ctivity in
the sen e rv eple x u s e s． A fte r supe rio r c e rvic alga nglio n ecto my the ca te cholam ine－POSitive fibe rs
disap pe a r ed， While afte r a u ric ulo －tem PO ral n eu re cto my t he ac etylcholine ster a se－PO Sitiv efibers
V anished ． In ele ctro n mic rogr aphs， the v aric osities w e r e r e ve aled a s ax on ale xpansio n s co ntaining
m a ny syn aptic v e sicles a nd mito chondria． T he a x o nal expa n sio ns a r o u nd t王1e a Cin iand the
arte ries w e reso－ C alled distant syn apses， W hile the a x o n al e xp anSion s within the acin iwer es o－
C alled c o nta ct syn apse s． T he e xpa n sio ns c o uld be clas sified into tw oty pes 三ty pe－I alw ays had
Sm allgran ula r v e sicles a ndty pe一正 didm a ny agr a n ula r v esicle s． A fte r supe rio r c e r vic alganglio nec－
tOm y， ty Pe－I e xpan sio n sdisap pea r ed， While after a uric ulo －temPO ral n e u r e cto my， ty Pe一正 e x－
PanSio n sdegen er ated． T he s ehistoche mic al a nd ele ctr o n mic rosc opic al obs e rv ations indicated
thatty pe－I e xpansio n s c o rr e spo nded to the synaptic e nd ings ofadren e rgicfibe r s originatingfr om
the supe rio r c er vic alg anglio n， a nd that ty pe
一正 expa n sio n s cor r e sponded to the synaptic end ings
Ofthe choline rgic fibe rs pr obably deriv ed fro mthe otic ga nglion． T he r atio ofty pe－IニtyPe一正in
n um be r w as 2こ1 in t he n e rv ePle x u s a ro u nd the a cini， 7こ1 in the n e rve ple x us arou ndthe arte rie s
a nd 3ニ1 in the n e r v eple x u s within the a cini． T heparotidgland wa s also a up plied wit hafew thin
myelinated s e nso ryfibe rsderived fr om the auriculo －tem POralnerv e．
